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介護施設のICT化 第3弾

～多職種による情報共有と連携～

導入から2年半で築きあげてきた軌跡

ICTのメリットやデメリット

多職種との連携方法

看護師
相談員

ケアマネージャー介護職

検討事項

POINT

・多職種を含めた委員構成

・運用ルール、マニュアルの作成

・経過報告と評価を行う

・現場職員以外の客観的な意見も取
り入れる

・IT機器は機械的な性質上、そ
の分野に詳しい職員にも加
わってもらう

施設⾧

・アンケート調査

委員構成

事務職員

委員会の役割り
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本格的な運用

目的＝利用者様へのサービスの質の向上’

操作マニュアル
の作成

ルール作り 試験運用
（練習）

ICT生産性向上検討委員会

生産性向上推進委員会

委員会の進め方

Plan

Do

Check

31, 

74%

9, 

21%

2, 

5%

アンケートの調査結果

進行具合の確認

Action

継続した取り組み

インカム RULES  POINT

電カル RULES  POINT
インカムの導入 令和５年２月～
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導入後のアンケート調査

アンケートの調査結果

インカムを運用してから職員同士の情
報共有が上手くいきましたか?

インカムを運用してから利用者様を
待たせてしまうことが減りましたか?

31, 74%

9, 21%

2, 5%

そう思う どちらでもない

そう思わない

56%36%

8%

そう思う どちらでもない

そう思わない

（令和５年７月実施の調査）

特養で電子カルテ（ケアパレット）の導入 令和６年２月～現在

導入後のアンケート調査

アンケートの調査結果

（令和６年７月実施の調査）

（令和７年７月実施の調査）

導入後のアンケート調査

9 10

11 12



2025/11/26

4

一方で…厳しい結果が!!

特養の介護職員では…

多職種を含めた全体では… 従来と情報量は変わらないはず?

アンケート結果の分析

冊子や紙での情報管理 データでの情報管理

書ききれない記録が書け
るようになった。従来は確
認できていない情報も多
数あった。

電子カルテになり、記録
が増え、埋もれていた情
報も見れるようになった。

見えなかったものがはっきり見えるようになったことで情
報量が増えたと感じるのでは?

多職種間共同で増えていく情報

機能訓
練士

事務所

家族

ケアマ
ネー
ジャー

生活相
談員

介護現場
看護師

管理栄
養士

情報のオーバーロードが抱える課題

これまで記録しきれなかった情報が電子化によってスムーズに記録できるようになったことや、記録されていた情報が
簡単に確認できるようになったことで、把握する情報量が格段に増えた。多くの情報から優先度をつける必要があり、
それは職員個々の判断になる。その結果、重要な情報を見逃したり、判断に遅れるという課題を抱えている。

記録は簡単になったが、情報のオーバー
ロード対策が必要に。

職員個々が情報に優先順位を決めて
把握する必要がある。

職員同士、情報共有するための方法も
見直さなければならない。
引継ぎや申し送り。
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ケアパレット 「申し送り」情報、どう整理する?

介護職員・多職種からの記録
において、申し送る必要性の
ある情報は全て「申し送り」
に集約されていた。

この「申し送り」のタスクの
中には非常に多くの情報が集
まり、職員の頭を悩ませてい
た。

新着順に並び替えることで、
少しでも情報整理できればと
期待したが、残念ながら並び
替えの機能がなかった。

情報整理の必要性

転倒・転落等事故や事故
後のリスク対応

利用者様の急な体調の変化

新規利用時の対応事項

介護現場の職員は多くの情報を管理することになります。全ての情報をしっかり把握しなければならないという使命感から、情報の
オーバーロード（情報過多）がストレスとなり、かえって重要な情報が確認できていなかったたり、ケアの統一性を欠く結果になるリ
スクがあります。優先順位を定めるなど、情報を整理することで、職員の心理的負担を減らすことも必要です。

日常的ケアの変更内容

内出血・ヒヤリハット

食事量・形態
排泄方法 入浴方法
移乗方法 ベッドの向き

優先度
高 低

傷や患部の処置
受診・健診の予定

面会・外出予定

緊急性

委員会・カンファレンス

行事・レクリエーション日常業務 フロア会議
決定事項

タスクやツールの有効活用 「カレンダーアプリ」

ウィジェットを大きくしてホーム画
面で予定を確認

定期受診・面会予定・行事・カンファレンス
外出・委員会・理美容・レクリエーション

タスクやツールの有効活用 「ファイルアプリ」

フロア会議決定事項
新規利用者事前情報

身体拘束・虐待防止委員会会議録
レクリエーション・行事起案書
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情報の整理 「申し送り」の種別化

介護職員や多職種が使いやす
い種別を作り、記録の際には
必ず種別を選択するようルー
ル化した。

種別から申し送り内容
を絞り込むことで、自
分が確認したい項目が
わかりやすく表示され
るようにした。

種別が多すぎると選択に迷う
ことも考え、数は限定した。

ショートステイ利用時、急な家族から連絡は「インカム」で

介護職

機能訓練士

看護師

⾧期相談員ケアマネージャー

ショート相談員

送迎時に家族から伝えられる急な連絡事項
・薬の変更
・急な受診の予定
・利用中の家族の連絡先
・自宅での転倒事故 など

利用人数が多い日は送迎が忙しく現場での情報伝
達が難しい。

できるだけ早く現場に情報を届けたい!

情報の整理 重要事項は「指示」で（今後の目標）

緊急性の高い情報や指示事項
は「指示」に記録
「体調変化・バイタル異常」
「急変」「事故報告・対応」
「傷・患部の処置」など

優先度によって「申し送り」
「指示」を使い分けることで、
対応する職員が情報の優先度
をつけやすくすること。

取り組み後のアンケート

多職種を含めたアンケート結果 介護職員のみのアンケート結果
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今後の課題

介護現場のICT化は今後も進んでいく。自分たちに必要な機器やツールを正しく選択できるか。

特養以外の事業所でも電子カルテの導入を進めている。施設全体で協力し、推進してい
くか。

情報のオーバロード問題は今後も続いてく可能性がある。情報とどう上手く付き合っていくか。

本来の目的である「利用者様へのサービスの質の向上」にどのように反映させていくか。

まとめ

「人材不足」が叫ばれる介護業界、ICTの取り組みは今後も注目が集まり、標準
サービス化されることが予測されています。
私たち2年半の取り組みは、徐々に利用者様のサービスにも結び付いています。こ
れは、⾧期的な視野を持って、チームで取り組んできたことによる成果だと考えてい
ます。
ICT活用までの道のりには上手くいかなかったことや、失敗例も数多くありました。こ
れから導入を検討される事業所の皆様には、活用の中でメリットもデメリットもある
ことを知ってもらいたいと思います。そして、「デメリット」は課題として捉え、利用者様
やご家族に良いサービスを提供できることを目的として導入を検討していただきたい
と思います。

まだまだ課題の多い研究ですが、同じ人員でもより多く、質の高い介護サービスを
提供できるよう研究を重ねていきたいと思います。

すべての利用者様、ご家族に
『海わたる爽やかな風と優しさを』
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